
 平成23年度当初予算　予算要求シート

-

今年度要求のポイント

子ども青少年局　保育課局・課名／　　

29,595

26,772事 業 費

事業期間

014

事業内容

関連事業

整理番号 14

一時的保育ニーズに応じたサービスを提供することにより、就労と育
児の両立支援、核家族化・地域コミュニティの人間関係の希薄化によ
る子育て不安・負担の軽減や、育児疲れによる児童虐待防止を図るこ
とを目的とする。

事業目的

事 業 名 民間保育所一時預かり事業

公立保育所一時預かり事業

その他　特記事項

児童虐待防止については、堺市社会福祉審議
会の児童福祉専門分科会「子ども虐待検証部
会」が、今年度発生した虐待事件を受け、本市
が取り組むべき課題と改善点を提言。その中
で、一時預かり事業をはじめとする子育て支援
サービスの周知と活用を挙げている。

スケジュール（経過及び今後展開）

合計

　急病や入院等に伴う一時的な保育、又は断続的・短時間勤務等に伴
う保育を行う。また、保護者の育児疲れ解消のために児童を一時的に
保育するとともに、保護者の育児不安等に対して必要なケアを行うこ
とにより、保育所が児童虐待防止に向けて取り組む体制を強化する。

【補助内容】
　一時預かり事業を実施するために必要な経費から利用料等収入額を
控除した額(補助対象経費)と、下記により算出された額のいずれか小
さい方。
　(1)基本分　1,320,000円
　(2)加算分　利用時間4時間未満　900円/人、4時間超　1,800円/人

29,595 106,434

平成21年度決算額

(単位　千円)

加算分@1800円×4,129.5人＝7,434千円

（単位：千円）

平成22年度予算額

　H10～

平成23年度要求額

106,43429,595

法改正に伴う当該事業の補助要綱を
改正。（補助単価改正）

事業の継続実施
（補助内容の見直しに伴う補助要綱
の改正を予定）

【経過（～22年度】 【23年度】

事業の継続実施

【今後（～24年度】

市民がいつでも一時預かりサービスを利用できるよう、担当保育士を常時配置
し、低料金、定額制にするための補助に要する経費を要求。

22年度予算

主な要求内容

一時預かり事業補助金

項目

106,434 基本分@1,320千円×75箇所＝99,000千円

全体事業費

内容・積算等23年度要求額


